
「KITBOY  電動ハンドガン用 プリコック FET」取扱説明書

この度は「KITBOY製電動ハンドガン用プリコック FET」をお買い上げありがとうございます。

当製品は、組み立て・スイッチの配線変更によるハンダ付け等の作業が必要で上級者対象になっ
ております。また本製品はＦＥＴスイッチパーツのみですので各電動ガンの取り付け位置に合わ
せて、コードやコネクター等はお客様ご自身でご用意下さい。

また、ＦＥＴ組込みした銃は、銃のメーカーのサポートは受けられなくなりますので、自己責任
において慎重に行って下さい。

以下の内容をよく理解した上で丁寧に作業にあたって下さい。

1.本体図

2.配線方法
＊FETや線の配置は右図を参考にしてください。

1. 元の配線のトリガースイッチの接点部から線を切り離してください。

2. モーターへ③モータープラス線・④モーターマイナス線を接続してください。③④線は
長めに用意しているので、既存のモーターの線を切断し繋ぎ合わせる。又は、モーター
に直接接続ができます。銃に応じてご対応ください。(  右図破線青)

3. ①トリガースイッチ線をトリガースイッチの接点部にハンダ付けしてください。
(  極性なし右図青)
＊トリガースイッチの接点部の清掃を十分行って下さい。汚れにより接触不良等でＦＥ
Ｔスイッチの性能が発揮できない場合があります。

元の配線図

　 　 　

組み込み後の配線図
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 3.FETスイッチの調整方法
• ボリウムによりセミオート時のピストンの停止位置を調整出来ます。

• ボリウムを左いっぱいでノーマル位置、右に回していくと停止位置が後退します。
(バーストにならない範囲で調整を行います。)

• 銃の使用後はスプリングのヘタリ防止のため、Ⓑピストンリリースボタンを押した状態
でセミ発射をし、ピストンを前進側にしてください。
(ボタンをＯＮにした瞬間「カチャ」という音がしますが、トリガーロック解除のための
ものなので故障ではありません)

　 ※  ボリウムは精密部品なので丁重にお取り扱いください。  

4.上手な使い方
• ＦＥＴスイッチデバイスは、バッテリー電圧が低下しモーター回転が遅くなったら、発
熱をする為、早めにバッテリーを交換して下さい。

• ピストンの後退位置をギリギリいっぱいにセットすると、前ピストンからのスタートや、
充電直後のバッテリー使用時にはオーバーランによる２バーストになることがあります。
その時は再調整が必要となります。高電圧や低電圧のバッテリーに交換した時も再調整
が必要となります。

• フルオート時はピストンコントロールは働きません。

　 　 　 　 　 　 　 　＜付記＞
・マルイM9A1電動ハンドガンでは、スライドカバーをセットしないと、トリガーがロックされ
るという構造になっています。（ハイキャパ E・グロック 18C・USP・93Rにはなし）
FETのピストン停止位置調整及びホップ調整時に不便なため、セカンドセフティーが働かないよ
うに、スプリングを外してあります。スライドカバーを付けなくても、発射しながらの調整がで
きます。装着したい場合は右側グリップを外して取り付けて下さい。
・銃によってスライド等の加工が必要な場合があります。

5.回路の調整方法　 　 電動ガン本体の取り扱いは東京マルイの説明書をお読み下さい
1. 　 　バレルキャップを装着、バッテリーを接続してセフティを解除します。
2. ピストン位置調整ボリウムを左いっぱいに回します。
3.  電動ガンをカラ撃ちした後タペットプレートの位置を確認します。
4. ピストン位置調整ボリウムをわずかに右へ回します。
5. タペットプレートとシリンダーがちょうど接触するまで 3、4を繰り返してください。
6. 調整完了。

＊２バースト発射になってしまった時はボリウムをわずかに左へ戻してください。

【注意事項】

　ホビーショップ キットボーイ
  〒 379-2311　 群馬県みどり市笠懸町阿左美 629-14
 0277(76)2992☎
 mokei@kit-boy.shop✉
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